
新潟工科専門学校　シラバス（授業計画書）

実務授業の有無
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評価方法・成績評価基準
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実務経験教員の経歴

履修上の注意

成績評価基準は

A(80点以上)・B(70点以上)・C(60点以上)・D(59点以下)とする。

資格取得を第一に。後半はロールプレイングで楽しく、実務直結の授

業を。

資格試験対策の講師歴20年。建築会社設計室勤務3年。フリー実務20年。

課題 テスト

40 30 30

平常点

５１ｈ

対象学科 インテリアデザイン科 対象学年 2年 開講時期 後期

必修・選択 選択 単位数 時間数

授業項目、内容 学習方法・準備学習・備考

授業概要、目的、

授業の進め方

インテリアコーディネーター試験1次対策、2次プレゼンテーション対策をテキストと過去問題を中心に進め

る。

学習目標

（到達目標）
資格取得をめざす。実務対応のプレゼンテーション技術の習得

テキスト・教材・参

考図書・その他資料
インテリアコーディネーター公式ハンドブック（上、下巻）。過去問題。はじめてのインテリア製図

NO.

2 過去問題、予想問題の繰り返し 時間配分、苦手分野への対策

1 1次試験の重要ポイントの徹底 テキスト、重要章の確認。合格圏への点数意識の確認

4

3 プレゼンテーション技術の習得 ロールプレイングを実施し、実務対応能力アップを図る

作成日： 令和2年9月15日

科目名 コーディネート実習

担当教員 清水彩子 有


